
23

道の駅
甘楽

崇福寺

日本の歴史公園100選
甘楽総合公園

国指定名勝
楽山園

至藤岡JCT

世界かんがい施設遺産・
名水百選
雄川堰

富岡甘楽IC.

ヨコオデイリーフーズ
こんにゃくパーク 広④

広③

広②

世界文化遺産
富岡製糸場
道の駅甘楽から約15分
※富岡製糸場には直接駐車
　できませんので、周辺駐車
　場をご利用ください

小幡
八幡宮

広①

宝積寺

町ふるさと景観審議会が選定した、
町内12箇所の景勝地です

こまつや

天狗山

達磨窯

福厳寺

紅葉山
公園

卍宝積寺

秋畑地域交流センター

道の駅甘楽

桜開花基準木

長岡今朝吉
記念ギャラリー

大口（雄川堰取水口）

……遊歩道
……駐車場
　（大型バス可）

県史跡松浦氏屋敷

拾九間長屋

中門

小幡
八幡宮

信州屋

歴史民俗
資料館別館

八幡山
夕陽ヶ丘
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にほんの里100選
秋畑那須地区
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楽山園内「凌雲亭」
凌雲亭では、お抹茶を提供しています。
ここから見る庭園と借景の山々の景色も見ど
ころです。TEL 0274-67-7686

歴史民俗資料館 別館（通称 : 有賀茶店）
　明治期に建てたと伝えられる有賀茶店蔵が、
復元工事により町屋地区の主要なまちなみ景
観のひとつとして往時の姿に蘇りました。屋内は
歴史民俗資料館別館として活用しています。

　赤城・榛名・妙義の上毛三山、浅間山を望む
360度の大パノラマが広がる丘の上の農園で
す。有機農業を主体とする、新しい時代に向け
ての農業体験をしてみませんか。
TEL 0274-74-7428　甘楽町上野834

甘楽ふるさと農園17

　流れるプール、滑り台プール、滝のプール、
ループスライダー、ジャグジー風呂など、面白さ
盛りだくさん。１日中家族みんなで楽しめる、夏
のエンジョイゾーンです。
TEL 0274-74-7128　甘楽町福島852-1

かぶらウォーターランド21

　甘楽温泉は、露天風呂、ジェットバス、寝湯な
ど５種類の風呂が楽しめます。神経痛や筋肉
痛、関節痛に効果があります。ゆっくりと休憩し
てください。
TEL 0274-74-5700　甘楽町白倉1395-1

甘楽町総合福祉センター23

　木造倉庫建築を代表する東大寺の正倉院
を思わせる古代館の外装。ここには開発によっ
て出土した土器や埴輪などの文化財を展示し
ています。
TEL 0274-74-6009　甘楽町白倉1326

甘楽古代館24

　笹森瓦100年の歴史を今に伝える福島笹森
地区に「ギャラリー瓦窯」があります。県内唯一
残るトンネル窯はこの中をトロッコに乗って見学
することができます。

笹森・瓦の里「ギャラリー瓦窯」20

　甘楽町を南北に流れる雄川堰は、古くから住
民の生活・農業用水などに利用されてきた用水路
で、日本名水100選などのほか、2014年には「世
界かんがい施設遺産」に登録されました。

先人の知恵、雄川堰3

　３代信昌の時代に創建された神社で、例大
祭には、屋台や神楽が町内を練り歩きます。こ
の屋台、京都や飛騨高山のような華麗さはあり
ませんが、素朴な味わいがあると評判です。

織田家の守護神、小幡八幡宮4

　建物は、大正時代の繭倉庫を改築したもの
で、赤レンガが建設当時のモダニズムを示して
います。円空が彫った仏像三体（町指定重要文
化財）があります。
◆休館日：月曜日・祭日の翌日・年末年始
◆開館時間：午前９時〜午後４時30分
TEL 0274-74-5957　甘楽町小幡852-1

甘楽町歴史民俗資料館6

　明治時代後期に建てられた古民家です。往
時のたたずまいを残しながら改修し、現在は無
料休憩所・観光案内所として利用されています。
◆休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）・年末年始
◆開館時間：午前９時〜午後５時
TEL 0274-74-6061

お休み処　信州屋5

　小幡の武家屋敷の中でも、昔の様子を最も
残しているのが、高橋家の庭園と屋敷です。心
字池を中心にした庭園には、蓬莱の滝がむかし
のままにさわやかな音をたてています。

江戸時代の武家屋敷、高橋家7

　織田信長の次男信雄がここに城下町を築く
際に造られた庭園です。７年と数万両を投じて
造られたという池泉回遊式の庭園は、当時の格
調の高さがしのばれます。

国指定名勝「楽山園」9

　旧陣屋の中小路に面して造られた「喰い違
い郭」。戦の時の防衛上のために造られたとか。
また、下級武士が上級武士に出会うのを避ける
ため隠れたともいわれています。

身を守るための、喰い違い郭
くるわ

　
10

　大奥といっても２万石の小幡では、奥方と何
人かの腰元だけでした。庭園は江戸後期に造ら
れ、静の庭（流れのない池）と言われる大奥にふ
さわしい落ち着いた感じの庭園です。

落ち着きのある庭園、松平家の大奥8

　江戸時代、名主を務めた松井家を移築復
元したものです。建築年代は18〜19世紀初頭

（江戸中期）とされ、この地方の農家造りとし
て、良くとどめています。

松井家住宅2

　甘楽町で生産された農産物や特産品、工芸
品の販売を行っています。新鮮な野菜や果物
が安く手に入ると好評です。食堂・フードコート
では、桃太郎ごはん、地粉ピザが人気です。
TEL 0274-74-5445　甘楽町小幡444-1

道の駅甘楽1

　名誉町民である長岡今朝吉氏により寄贈され
た絵画や人間国宝・須田賢司氏の作品の展示、
小幡陣屋内模型、喫茶コーナー、甘楽町検定ク
イズなど皆さんの安らぎの場となっています。
TEL 0274-74-7575　甘楽町小幡544-2

ふるさと甘楽を思う
長岡今朝吉記念ギャラリー

11

　甘楽ふるさと館敷地内に伝統的な燻し瓦を
焼く土の窯が復活しました。富岡製糸場建設時
の瓦も利用されており、達磨窯で焼いたものは
焼き物としての味や風合いが感じられます。

達磨窯13

　四季折々の農村の暮らしを体験してもらおう
というのが「甘楽ふるさと館」。さまざまな体験
コースを用意して、自然やふるさとの良さが実感
できます。
TEL 0274-74-2660　甘楽町小幡2014-1

宿泊・農村体験、甘楽ふるさと館12
　小幡は元和元年（1615年）に織田氏の所領
となり、以来約152年にわたって治められまし
た。初代信雄から七代信富までの墓が今は崇
福寺の旧境内に建っています。

織田信長の系譜、織田宗家七代の墓14

　図書館とコミュニティの複合施設です。児童
書から実用書まで多彩な蔵書と、研修室・視聴
覚室・調理実習室・茶室を用意し、生涯学習の
場として利用できます。
TEL 0274-70-4660　甘楽町福島1258-2

やすらぎの広場「ら・ら・かんら」19
　豪族小幡氏菩提寺のこの寺には、山門があ
りません。その理由を伝える悲しい話「菊女物
語」、本堂南のお菊観音、天狗の腹切り岩など
不思議な言い伝えがいっぱいです。
TEL 0274-74-2743　甘楽町轟774

多くの言い伝えが残る、宝積寺16

　慶応元年（1865年）、7ヶ月と250人の手間を
費やして造られた吹上の石樋。雄川から引き入
れた水は、長さ7.7ｍの巨大1枚岩を組み合わせ
たここを通り、雄川堰へと流れてゆきます。

大石を組み合わせた、吹上石樋15

　豪華な設備を整えた文化会館。ここでは年
間を通して、コンサートや舞踊など多種多様な
イベントを開催。エリア内には古代館、福祉セン
ターなどが集まっています。
TEL 0274-74-7000　甘楽町白倉1322-1

甘楽町文化会館22

　厳選吟味した地元産そば粉100パーセントを
石臼挽きし、目の前で手打ちにしてくれます。全
てにこだわり、手抜きのないその味に、各地から
蕎麦ファンが足を運んできます。
TEL 0274-74-9070（土・日・祝のみ）
甘楽町秋畑5387-2

ちぃじがき蕎麦の里、那須庵18

中門 
TEL 0274-74-4795
甘楽町小幡648-2
カーナビ検索には、甘楽町立第二中
学校(TEL0274-74-2019　甘楽町小
幡684-1)をご活用ください。


